
主催：とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ
（指定管理者 一般財団法人とよなか男女共同参画推進財団）

お問合せは すてっぷ 事業課講座担当 まで

＜休館日：水曜日＞
〒560-0026 豊中市玉井町1-1-1-501
電 話 : 06-6844-9773 FAX : 06-6844-9706

メール：kouza@toyonaka-step.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.toyonaka-step.jp/

配布期限 2018（平成30）年7月1日
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日時：2018年7月1日(日) 14：00～16：00

会場：すてっぷホール 阪急豊中駅下車すぐ

定員：80人（先着順）

申込： 6月３日(日)10:00～、電話・FAX・窓口・メール・Webフォームにて受付。
（すてっぷ会員の受付は5月20日(日)10:00～、電話・FAX・メールにて受付）

一時保育：子ども1人につき540円＜1歳から小学3年生まで、申込〆切は6月23日(土)15:00＞

男女共同参画週間講演会

（東京都健康長寿医療センター研究員）

講師：平山 亮

豊中市男女共同参画推進条例15年 人と地域を元気に

すてっぷ2018

手話

通訳
あり

保育あり
（保育は有料）

参加

無料

親の介護を

担うとき
～息子・娘
それぞれの問題と未来を

考える～

親が要介護になったとき、子どものあなたは、どう対応するかを考えた

ことはありますか？

一人で介護を担うのは負担が大きすぎますし、介護を終えた後の生活も

考えなければなりません。

子どもという立場で親の介護を引き受ける場合、息子と娘に共通する問

題がある一方で、息子と娘で異なる問題もあります。その点を整理し、

個人や社会がどう対応すればよいのかを考えます。

後援：社会福祉法人豊中市社会福祉協議会

ケータイ・スマホから申込→
https://ssl.form-mailer.jp/fms/9f03ecb8565926

mailto:kouza@toyonaka-step.jp
http://www.toyonaka-step.jp/
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講座名
日時
会場

2018年7月1日（日） 14：00～16:00
すてっぷホール

（ふりがな）
名 前

年齢
歳代

すてっぷ会員
番号

住 所
〒

電話番号
FAX（あれば）

メール
アドレス @toyonaka-step.jpのメールを受信できるよう迷惑メー

ル等の設定解除をお願いします。

※一時保育を申込まれる方は、以下もご記入ください（1歳～小学3年生）

当日の持ち物：手拭きタオル・着替え・お茶 ※持ち物にはすべて記名をお願いします。
一時保育料：子ども1人につき５４０円（税込） ※講座開始前に現金でお支払いください。保育申込〆切は6月23日（土）15:00

子どもの
おなまえ

ひらがなで 年齢 歳 ヶ月

一時保育
の経験

はじめて ・ すてっぷの保育ははじめて ・ 経験済み

アレルギー
の有無

あり ・ なし
ありの場合（ ）

トイレ・おむつ
おむつを （ している ・ していない ）
トイレを （ いえる ・ いえない ）

FAX申込み用紙 送信先：06（6844）9706
※ＦＡＸ送信された方には、担当者より受信確認の電話をいたします。
送信から1週間以上電話がない場合は、お手数ですが再度お問合せください。

☆提供された個人情報は、すてっぷ主催事業の運営や募集案内の目的においてのみ使用し、他の目的には一切使用しません。
☆豊中市内在住等を問わず、どなたでもお申し込みいただけます。
☆申込後にキャンセルされる場合は、必ずご連絡ください。

すてっぷ 男女共同参画週間事業

親の介護を担うとき ～息子・娘 それぞれの問題と未来を考える～

平山 亮（ひらやま・りょう）
1979年、神奈川県生まれ。
東京大学文学部、同大学大学院人文社会系
研究科修士課程を経て、オレゴン州立大学
大学院博士課程修了。
専門は社会学、ジェンダー論。
現在は、地方独立行政法人東京都健康長寿
医療センター研究所福祉と生活ケア研究

チーム研究員。
著書に『迫りくる「息子介護」の時代28人
の現場から』（共著、光文社新書、2014
年）、『きょうだいリスク』（共著、朝日新
書、2016年）、『介護する息子たち～男性
性の死角とジェンダー分析』（勁草書房、
2017年）などがある。

講
師
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男女が互いにその人権を尊重しつつ、性別にかかわりなくその個性と
能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会をめざし、毎年
6月23日から29日までの1週間を「男女共同参画週間」としていま
す。全国の地方公共団体、男女共同参画推進センター、女性団体等に
より講演会、イベント、展示会等が実施されます。

男女共同参画週間
とは？

mailto:s.fujiike@toyonaka-step.jp

